













A STUDY ON EFFECTS OF CONTINUOUS GRADE SEPARATION PROJECT 
IN EACH TYPE OF URBAN AREAS 
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This study aims to predict the effects of continuous grade separation project in urban areas that’ll be 
conducted in the future. As a result, the effects of the project were found that integration of the city will not 
necessarily. In some cases, the main district of the station will be developed further. According to the analysis of 
land prices, it was found that land prices depend on the region use rather than the distance from the station. In 
the project district, it was found that the change of the population can be seen after facing a switch from an 
elevated, and that the change of land price can be seen before switching from an elevated. From now on, the 
project can proceed based on the predicted effects of each group which were classified urban areas.  












































































図 1 事業済駅の分布と都道府県別ボトルネック踏切 
 
















表 1 対象市街地 
北海道地方 東北地方 関東地方 中部地方 四国地方 中国地方 九州地方
帯広 青森 足利 新潟 今治 山口 福岡
苫小牧 仙台 日立 岡谷 高松 広島 北九州
札幌 酒田 高崎 高岡 高知 鳥取 別府
小樽 秋田 水戸 静岡 松山 下関 延岡
釧路 福島 前橋 松本 徳島 呉 佐賀
函館 郡山 宇都宮 沼津 新居浜 福山 熊本
室蘭 弘前 長岡 松江 鹿児島
旭川 金沢 福井 宇部 唐津
盛岡 甲府 岡山 久留米











（図 3），近隣域に 2 線以上の鉄道網が存在するものはタ
イプ B（図 4）とする． 
 
 












表 2 市街地の鉄道数による分類 
今治 小樽 秋田 日立 旭川 札幌 松本 福井
甲府 松江 新居浜 福山 倉敷 鹿児島 沼津 福岡
佐賀 静岡 青森 別府 久留米 金沢 盛岡 北九州
佐世保 帯広 下関 広島 新潟 仙台
宮崎 大牟田 長野 弘前 水戸 足利
山形 長岡 徳島 高岡 前橋 大分
山口 長崎 岡谷 高崎 宇都宮 浜松
延岡 宇部 鳥取 高松 岡山 福島
釧路 郡山 唐津 高知 熊本 函館




































図 6 市街地規模散布図 
 
表 3 市街地規模による分類 
タイプ②（６カ所）
仙台 福山 浜松 秋田 佐賀 長野 函館 久留米
松山 岡山 大分 室蘭 前橋 徳島 佐世保 鳥取
福岡 鹿児島 富山 福島 宮崎 水戸 盛岡 福井
北九州 宇都宮 山口 郡山 新居浜 甲府 呉
札幌 高松 松本 釧路 宇部 山形 高知
金沢 倉敷 酒田 高崎 延岡 小樽 今治
新潟 大牟田 旭川 高岡 青森 別府
熊本 日立 下関 松江 長崎
広島 岡谷 弘前 帯広 長岡


















表 4 都市圏による分類 
タイプβ （３カ所）
岡山 熊本 倉敷 青森 高松 高岡 帯広 下関
鹿児島 松山 長岡 弘前 前橋 長野 釧路 宇部
静岡 宇都宮 久留米 秋田 高崎 松本 室蘭 山口
浜松 金沢 高知 福山 小樽 甲府
新潟 水戸 佐賀 呉 函館 佐世保
広島 日立 沼津 福井 苫小牧 長崎
北九州 盛岡 松江 大牟田 宮崎 別府
福岡 今治 徳島 郡山 延岡 唐津
札幌 新居浜 鳥取 福島 酒田 足利























図 7 駅表裏地価比 
 
表 5 駅表裏格差による分類 
室蘭 北九州 沼津 釧路 富山 佐世保 青森
苫小牧 酒田 呉 帯広 山口 宮崎 熊本
宇部 前橋 大牟田 鹿児島 浜松 長崎 郡山
宇都宮 岡谷 函館 下関 福山 松山 小樽
足利 松江 日立 高知 新潟 松本 静岡
高岡 今治 甲府 金沢 福井 盛岡
高崎 唐津 岡山 徳島 新居浜 広島
弘前 水戸 延岡 仙台 大分 旭川
鳥取 別府 福岡 長岡 山形 高松
































する連立事例都市である 11 都市で分析を行っていく． 
 
 























図 10 三大都市圏外全国用途別平均地価 
 
 
図 11 駅からの距離と地価の関係 
 

















図 12 駅表裏地区における対全国地価比の推移 
 
 






























表 7 タイプ別市街地の類型化 
TYPE1 TYPE2 TYPE3 TYPE4 TYPE5
帯広 仙台 札幌 高知 福井
延岡 福岡 熊本 足利 盛岡
呉 岡山 広島 高岡




表 8 総合タイプ別事業効果 
タイプ番号 駅の種類 連立事例 人口 地価 事業効果
主要駅 帯広駅（帯広市） 安定 差は縮小 駅裏解消
主要駅以外
主要駅 仙台駅（仙台市） 増加、差は縮小 差は縮小 市街地活性化
主要駅以外 西鉄香椎（福岡市） 駅裏解消 差は縮小 駅裏解消
主要駅 札幌駅（札幌市） 増加、差は縮小 差は拡大 市街地活性化
主要駅以外 新琴似駅（札幌市） 駅表減少 差は縮小 駅表の拡大
主要駅
主要駅以外 東武足利市駅（足利市） 駅表減少、差は縮小 変化なし 駅裏解消


















表 9 クラスター分析の結果 
クラスター３ クラスター４ クラスター５
下関 久留米 宇部 帯広 静岡 広島 札幌
宮崎 金沢 延岡 大牟田 岡山 仙台 福岡
郡山 高崎 岡谷 鳥取 熊本
佐賀 高松 釧路 唐津 新潟
佐世保 高知 呉 苫小牧 浜松
山形 鹿児島 甲府 日立 北九州
秋田 松山 今治 別府
青森 松本 山口 弘前
長岡 水戸 酒田 高岡
長崎 盛岡 小樽 室蘭
長野 前橋 松江 沼津








表 10 各クラスターにおける事業効果 
クラスター 駅の種類 連立事例 人口 地価 事業効果
主要駅 花畑（久留米市），福井（福井市） 駅表減少、差は縮小差は縮小 駅裏解消
主要駅以外 水島（倉敷市） 駅表減少 差は縮小 市街地活性化
主要駅 帯広（帯広市） 安定 差は縮小 駅裏解消
主要駅以外 足利市（足利市） 駅表減少、差は縮小 変化なし 駅裏解消
主要駅 なし
主要駅以外 遠州病院前（浜松市） 安定 差は拡大 駅表の表出
主要駅 仙台（仙台市） 増加、差は縮小 差は縮小 市街地活性化
主要駅以外 なし
主要駅 札幌（札幌市） 増加、差は縮小 差は拡大 市街地活性化































主な今後の課題として以下の 2 点が挙げられる． 
①今回は高架切替を境としてデータを見てきたが，事例
によって関連事業の時期が異なる．また，中心都市から
半径 1000ｍの人口を見たが，町丁目の位置によって対象
面積が異なってしまう． 
②地価データを用いた分析では，事業が行われたのがバ
ブル期の前後によって地価の変動が変わる．その時期の
三大都市圏外の用途別全国地価平均で除したものの，札
幌や福岡などの大都市や他の地方都市の格差によって
景気の要素を除外することの精度が多尐足りなかった．
解決策としては，対象とする連立事例を同じ年度と事業
期間のものでやれば精度が上がると考えている． 
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